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町の人口

7月31日現在

世帯数 1. 9 1 1 
男 6.1 3 2 
女 6.3 4 9 

総人口 1 2. 4 8 1 

殺1場も
一一¥品募

一一一一
内田印刷印刷企寝室寝聾今金町役場発行

、

[季五j
伸
び
ゆ
く
今
金

カ
ぎ
り
な
(

広
カ
る
夢

今
金
町
が
北
部
桧
山

の
産
業

生
産
の
田
園
都
市
と
し
て
名
実

共
に
充
実
す
る
仁
九
め
に
は
、
産

堂
内
基
盤
の
整
備
と
あ
わ
せ
て
、

ょ
っ
よ
さ
生
活

E
エ
ン
ジ
ョ
イ

す
る
た
め
都
市
環
境
の
整
備
.か

必
凸
T
J
1
-
3
。

こ
のー
た
め
に
は
道
路
、
学
校

公
園
、
下
水
道
、
衛
生
施
設
立

ど
公
共
花
設
の
整
備
に
あ
わ
せ

て
レ

7
リ
エ
l
y
ヨ
ン

の
施
設

か
笠
ま
れ

1
す
。
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上村貞夫さんの霊罵

輝 く入賞

共 進 会 ⑨畜産吉
岡事道

=宮'~~嵐官'~~昌男角島古S咳公

と
と
し
む
道
南
畜

塞
共
進
会
は
八
月
十

十

一
日
の
一問
自
に
わ

た
り
今
童
家
畜
市
場

で
盛
大
に
調
か
れ
一
ま

し
た
。道

講
町
村
よ
り
、

よ
り
ど
こ
ろ
の
牛
罵

が

お
ら
が
牛
馬
が

道
南

一
と
摂
い
ま
し

た
が
、
耳
目
三
部
重

種
馬
で
持
丘
上
村
貞

夫
さ
ん
白
高
ハ
イ
フ

ェ
ー
ル
号
日目
見
ご
と

-
位
に
入
賞
し
ま
し

5
4

」ョ

一一一，一一""，，，，_.'/._''''n'__''''-=~ 

か
ず
か
ず
の
善
意

専
門
后
全

(
会
主
高

島
茂
博
)
は
八
月
十
五

日
白
雪
唱
奈
の
ほ巴
賛
行

事
と
し
て
大
通
に
び
っ

く
り
市
を
関
惜
し
だ
が

こ
の
益
金
宮
町
社
会
福

祉
穆
提
に
あ
て
て
下
さ

い
と
金
二
討
を
姐
ら
れ

た
ョA

寄
金
町
老
人
フ
ラ
プ

(
金
星
清
水
正
韮
-
に

会

i1
2
の
援
活
の
温
今
村

誌
の

hwaの
清
叫
河
川
ゆ
刊

の
た
め
八
月
二
十
日

夕

ラ
フ
員
可
動
員
し
た

L

う
で

g
く
り
し
た

ι

人
遣
は
若
い

ら
ん
に
ま

だ
ま

r
、
と
汗
だ
く
に

た
り
川
凡
退
九
る
よ
「

ι

去
れ
ー
止
な
っ
た
鴇
il

を
え
つ
め
々
が
つ
今
』
h

t
u音
を
し
の
、

だ
。

手掛遺
書常5雲
喜代ょ事

;23 
@長55b35@

種
川
乏
一
陣
耳
目
三
郎
さ
ん
心
常

代
の
訟
〔
オ
ン
コ
の
木
)
は
提

宅
街
令
一

0
0
0年
で
北
海
涯

で
ら
貴
重
で
あ
り
何
本
と
な
い

松
一た
そ
う
で
す
。

今
主
元
老
の
一一腫
久
倉
左
エ
門

さ
ん
の
語
る
と
こ
う
に
よ
る
と

こ
の
陸
の
迂
〈
に
格
原
小
平

(

hzι祢
カ
ラ
ス
)
しと
い
弓
ア
イ
ヌ

軍
住
民
づ
住
~
で
い
た
。

明
治
三
十
九
年
に
荷
徳
金
又

に
入
定
の
た
め
に
二

C
戸
が
利

別
川
を
ζ

え
よ
う
と
し
て
努
力

し
た
が
、
わ
た
る

こ
と
が
で
き

な
い

J
て
こ

t
存
軍
氏
に
た
む

む
と
心
よ
く
ア
イ
ヌ

の
丸
正
舟

で
全
員
た
だ
で
わ
た
し
て
く
れ

た
と
い
う
。
今
で
も
当
時
を
思

い
出
さ
れ
感
謝
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
a

オ
ン
コ
は
学
名
で
は
い
ち
い

(
一
位
}
と
い
わ
れ
る
。

、
こ
の

H
Z
h宮
内
巧
い
る
需
を
J

r
作
勺
売
こ
と
か
ら
よ
ば
れ
免

、

本
町
の
開
拓
自
慢
村
以
来
昭

和
四
十
二
年
で
七
十
年
を
迎
え

る
二
と
に
な
る
が
、

事
わ
け
当

時
の
拐
の
道
か
ら
苦
難
の
事
跡

や
不
捜
不
宮
の
議
音
な
ど
歴
史

白
流
れ
を
日
昼
め
ら
れ
た
己
の
木

と
共
に
図
画
す
る
の
お
茸
暑
が

あ
町
一一ま
す
@

、2
4よ

F共同 募 金
本レE羽根Lごみんなを協カ

T 

(10.1-12.31) 共 同募金嘩車場
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保
険
税
は
本
当
に

」品
い
の
だ
ろ
う
か
の
‘

「高
い
、
高

九
保
険
裂
は

無
茶
苦
茶
に
高
い
』
由
一
声
が
摺

か
さ
れ
ま
す
。

，

A
Y
金
も
去
る
八
月
十
四
臼
に

二
、
三
期
由
確
定
分
自
切
符
〔

納
夜
通
知
事
)
出
量
様
の
租
手

許
正
発
送
さ
れ
ま
し
た
。

町
長
住
は
信
等
割
白
み
諜
浅

さ
孔
て
い
る
方
で
も
間
千
円
も

保
険
誌
が
課
さ
れ
て
い
る
世
帯

が
あ
り
ま
す
。

ど
う
し
て
こ
う
い
う
と
と
に

だ
る
自
で
し
ょ
う
。

事室7から各f育長へ主払う金額

室李総額 35.915千円

ま
ず
、

①
宮
保
病
院
の
会
計

と
探
検
税
と
は
そ
れ
ぞ
れ
別
勘

定
の
古
一
市
で
箆
係
が
な
い
。

②
保
険
説
と
国
自
交
付
金
白

一向方一
で
、
皆
さ
ん
が
馬
民
へ
払

う
代
金
の
差
額
(
世
帯
主
に
は

七
割
、
京
農
に
は
五
割
引
)
を
支

払
う
。

⑥
町
は
必
要
額
の
約
弘
司明
白
一

千
三
五
(い
万
円
を
保
険
混
と
し

て
課
す
る
a

問
題
は
、
さ
ぎ
由
グ
ラ
フ
の

総
額
一
三
十
五
凡
一

万
円
の
各
病

院
へ
之
払
う
町
邑
担
分
が
滋
れ

ば
(
病
人
の
数
阜
、
医
師
に
か
か

1
1
1
1
s
今

金

町

会
一
連
平
均

川
受
診
率

七
三

wm

-
八
屠

2 '2，4..15千司

、。⑧--8童1心!こかえった⑧
⑨篤人運動会 ⑧ 
品企町婦人連絡控よ主主(会員、苛木キン〕主宮

田事4@l婦人運動会は8月l昔日絶好，y軍勧告 E

和民主まれ 4∞ 芸書却して 盛大に演濯された。

建~亡拐るいき自とラジ"体換にはじまり 、

量進の圧巻口詔韮対抗三令到す レ で、マンア

と応援告載を演 じ、 とんだりはιたり、たの L

い 1日をすごしましだa

何

一
件
当
り
の
歪
療
の
総
額
畳

(
本
人
と
町
負
担
の
計
)

1
1
1
1
1
1
1
1

，E

八吾
一円

li
l
i-
-
ニ
雲
円

一円

一
人
当
り
の
医
療
費
総
額

円
、
三
互
円

乞
圭
八
円

負 同
担 ー
す 入
る ヨ
額り

の
歪
穣一一ー

費
中
町
で

百
三
五
円

回
夫
九
円

る
い
口
数
、
又
重
い
惰
気
が
掻
る

)
 

国
の
交
付
額
ーも
揚
る
が
保
険

税
も
少
た
く
な
る
と
い
う
わ
け

で
す
。

で
は
今
金
町
と
全
道
主
匂
戸

共
に
昭
和
国
十
邑
度
の
怪
計
)

を
い
ろ
し
弓
比
絞
し
て
み
ま
し

ょ
う
。こ

れ
で
考
え
ら
れ
る
こ
と
は

圭
診
辛
を
除
い
て
は
、
い
つ
れ

も
全
近
五

i

勾
よ
り
今
金
町
が
汁一円

く
な
っ
て
い
ま
す
。

'

別
な
面
か
ら
い
う
と
、
月
額

約
三
つ

C
万
円

(六
月
現
在
〕

の
町
か
ら
各
送
護
機
調
へ
支
払

う
生
白
内
、
一

O
O
万
円
は

わ

ず
か
三
十
数
名
の
患
者
の
た
め

で
重
療
空
音
が
平
均
よ
り
多
い

こ
と
を
意
味
し
て
ま
す
。

従
っ
て
保
倹
役
目

-
人
単
一
り

一、宗一一月

ニ
一
八
円
円

一
世
事
当
り

一

九
ベ
ヨ
円

1

1

1

一
品
問
一
八
円

と
な
り
世
帯
当
り
が
椅
〈
高
く

な
っ
セ
い
ま
す
。

結
論
は
.
以
上
の
要
習
が
半

減
す
れ
ば
保
桂
一読
も
半
額
に
落

ち
る
と
い
う
こ
と
で
、
当
町
田

褒
状
で
は
止
む
を
得
な
い
数
字

な
の
で
す
。

文
、

こ
の
保
険
金
計
は
独
立

会
計
で
病
人
の
出
な
い
、
高
額

所
得
者
一
が
比
絞
約
病
人
の
多
い

低
所
得
田
方
の
ギ
セ
イ
に
な
っ

て
い
る
韮
も
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
本
制
度
の
根
本
精
神
の
相

扶
共
済
の
精
神
の
表
わ
れ
で
あ

り
ま
す
。

文
、
必
要
領
の
豹
%
白
多
額

は
、
設
保
倹
者
で
な
い
人
(
他

信
保
、
共
済
の
人
達
)
に
よ
っ

て
説
童
の
形
で
応
援
(
国
自
交

付
令
二
さ
れ
て
い
る
。

山
ち
、
，
波
保
険
-
一
石
の
皆
さ
ん

は
、
%
に
つ
い
て
心
み
椙
}沃一共

済
し
合
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
り

ま
す
。以

上
は
主
要
な
誌
の
み
で
掴

か
い
説
弔
等
白
算
出
の
主
践
、

万
法
モ
お
他
、
疑
問
町
五
る
方

は
国
保
係
ま
で
お
問
合
せ
下
さ

、。し

'hワ
'

-F・
，

人
勿
い
ね

2
4柔

FJ?包
』

7
月

三
E
"桧
山
支
庁
伊
藤
地
方

邸
主
宰
挙
啓
蒙
の
た
め

七
日

u
幌
加
内
町
坂
本
助
役

議
会
議
員
提
察
の
た
め

+
こ
目

H
開
発
局
渡
辺
技
官

外
四
名
開
発
調
査
白
た
め

+
E
S
H
通
商
産
業
省
成
田

技
富
ウ
ラ
ン
調
査
四
た
め

二
十
二
自

u函
蛤
広
田
地
方
『

連
絡
部
員
坊
主
会
議
出
席

む
た
め

第
十
一
一
師
団
昆
設
謀
長
宮

坂
道
詫
調
査
但
た
め

二
十
三
日
日
密
接
事
二
十
八

普
通
科
出
片
選
抜
毘
宮
坂

道
路
及
光
ム
口
調
査
の
た
め

二
十
四
日

H
E岡
越
町
二
円
三

十
名
農
業
謙
造
改
善
事
業

土
地
改
良
也
買
事
視
察
の

た
め

二
十
六
日
刊
桧
山
支
庁
和
田
岬

課
長
事
曹
打
合
せ
の
た
め

二
十
七
日
日
共
持
翠
合
情
語

給
付
部
長
制
主
雲
変
の
為

三
十
一
日
H
道
南
生
産
迫
害

事
畜
康
共
進
会
合
打
せ
白

た
め
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2皐

路
交
遥

変法
の

わ 、

一
部

九
月
一

日
か
ら
道
路
交
通
法

の
一
部
が
ま
わ
り
ま
し
た
e

こ
れ
は
、
交
通
事
故
を
防
ぎ

あ
わ
せ
て
交
通
を
ス

ム

ズ

に

し
よ
う
と
い
う
ね
ら
い
か
ら
で

ムヲ。

【
政
正
さ
れ
た
主
な
占
は
】

め
軽
免
一一
許
を
廃
止
し
て
昔
通
免

許
に
含
め
た
ら

@
自
動
二
韓
、
軽
二
軸
、
二
種

原
付
自
転
車
の
免
許
を
一
本
に

し
て
、
二
輪
免
許
に
し
た
。

⑤
高
速
道
路
な
ど
で
は
、
単
車

』、L、る

を
運
転
す
る
人
は
ヘ

ル
メ
ッ
ト

を
か
ぶ
る
こ
と
に
な
う
た
。

@
お
お
む

日
十
台
以
上
の
自
動

車
を
持
つ
会
社
、
商
活
な
ど
で

は

「
安
全
運
転
吾
理
者
」
を
お

い
て
事
故
防
止
巨
つ
と
め
る
こ

と
に
し
た
、
な
ど
で
す
。

-
パ
イ
ウ
に
量
る
と
き
は
ヘ
ル

メ
ツ
ト
を

高
速
自
動
車
国
道
や
自
動
車

専
用
道
路
で
自
動
二
較
を
運
転

す
る
と
き
は
、
ヘ
ル
〆

y
ト
を

は
か
ど
る

改
良
工
事

中
里
附
近
(
長
万
部

日
車
常
捌
綜
)
の
道
路

改
良
工
事
ぽ
ム
「
急
ピ
ッ

チ
を
円
以
て
進
め
ら
れ
て

いまエー
c

直
角
に
由
る
カ
l
フ

は
な
く
な
り
立
派
な
道

路
に
生
れ
変
る
白
で
地

域
の
み
な
さ
ん
は
一

日

も
早
く
で
き
る
こ
と
を

ま
ち
の
ぞ
ん
で
い
ま
す

か
y
b
b
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

ま
た
、
こ
の
ふ
う
な
道
路
で

は
、
運
転
者
は
・
ホ
ル
メ
ツ
ト

を
か
ぶ
ら
一な
い
人
を
う
し
ろ
見

乗
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

(
ζ

白
規
定
は
、
北
海
道
に

自
動
車
耳
用
道
路
や
高
速
自
動

車
国
道
が
な
い
の
で
連
用
寄
れ

ま
せ
ん
が
、
け
が
を
し
な
い
た

め
に
は
、
バ
イ
ク
に
乗
る
と
き

に
は
、
へ
ル
〆

y
ト
を
か
ぶ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う一
)

-
安
全
運
転
審
理
者
を
お
き
ま

し
よ
う

お
お
む
ね
十
台
以
上
白
自
動
車

を
持
っ
て
い
る
人
は
、
一

定
の

資
格
を
持
っ

て
い
る
安
全
運
転

菅理-一
若
を
お
く
ζ

と
に
な
っ
て

いさ
-

A1
20

・

-
nAU
悼
障
害
者
の
亘
い
す
は
右

側
通
行
に

「
車
い
す
」
が
軽
草

稿
か
ら
は
ず
さ
礼
「
品
行
者
」

に
古
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

ム
ん

ιで
寸
か
ら
今
後
は
、
歩
道
、

車
道
白
区
別
白
な
い
道
路
で
は

右
植
を
、
車
道
の
あ
る
と
こ
る

で
は
芸
道
を
通
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

-
運
転
免
許
は
こ
う
変
わ
る

思
で
表
わ
す
と
、
お
お
む
ね

別
図
の
よ
う
に
変
り
ま
す
e

こ

の
な
か
で
、
田
誌
と
三
輪
白
軽

4
E
t
-
-
o
i
4
2
4
2
 

j

そ
の
事
件
白
菜
棺
を
十
分
裂

一

川

川

合

梅

太

郎

郎

氏

審

査

員

に

一

査

し

て

、

検
察
官
五
不
起

E

hr
--
!e
t
e
--
14
Z
e
t
-
-・
6
2
4
2
4
t
o
:
-
L

分
に
し
た
ζ

と
の
よ
し
あ
し
を

函
館
検
察
審
査
会
で

は

七

月

す

る

)

白

は

、
検
察
官
し
か
で
審
査
し
て
訟
決
し
ま
す
。

三
十
-
自
に
本
年
度
第
三
容
の

矛

ま

せ

ん

。

そ

う

し

て

検

事

正

は

そ

の

議

審

査

員

玉

名

と

補

充

員

玉

名

を

窃

盗、

詐
欺
、
暴
行
、
脅

迫

決

を

書

考
に
し
て
更
に
寓
査
し

く
じ
に
よ
っ

て
、矛
め
ま
し
た
ι

そ
の
ほ
か
交
通
事
故
等
由
い
る
起
訴
す
べ
き
だ
と
考
え
た
と
き

こ
の
結
果
A
-
金
町
か
ら
次
の
い
ろ
な
犯
罪
に
よ
っ
て
害
を

う

そ

白
車
止
は
裁
判
に
か
け
ら
れ

方
が
菩
韮
員
と
し
て
遼
ば
れ
ま

け
た
人
で
、
警
察
や
検
察
手
に
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

L
t
e

告
訴
、
特
発
し
た
の
に
検
察
官

桧
察
官
が
京
起
訴
に
し
た
事

今

金

町

字

八

東

七

が

そ
の
事
件
を
惹
判
に
か
け
て

件
で
不
誌
の
あ
る
方
は
そ
臼
ま

川
合
梅
士
郎

m
A

才

く

れ

な

い

(

不

起
訴
処
分
に
す

ま

泣
き
寝
入
り
し
な
い
で
、
透

明
年

τ月
三
十
一
日
ま
で
の
六
る
)
ど
う
も
納
得
が
ゆ
か
な
い
慮
な
く
検
察
審
査
会

(
函
館
法

ヶ
月
間
が
、
そ
の
在
期
と
な
っ

と
一
小
請
を
も
っ
て
い
る
方
は
検

方
裁
判
所
内
)
に
御
柘
談
し

τ

て
お
り
ま
す
c

事
審
査
会
に
牢
L
出
て
下
さ
い

下

さ
い
。

。
検
察
審
査
会
の
仕
事
と
は

検
察
苦
五
金
は
十

一
人
自
審
査

費

用

は

、

一

切

か

か

り

ま

せ

犯
人
を
該
当

J

に
か
け
る

ニ

己

訴

員

か

ら

な

っ

て

い
ま
す
e

ん
e

v
e
AU
AU一
u
r
nhre
v
や
品
、“一一
ULUA
Y
Uあ
品
一一T
V
一ぞ
T

u
ba-zτ
jpA
中
心
b
p
E
V
一b
U
A
T
b
“v
av-A
お
W
の
あ
守
守
RV曹
の
a

A

一
一
九
一
-
一
年
桂
に
疫

川

一

土

一一
い
け
ほ
〔

l泊
い
一
町

一Ji
れ

y

一
原

士

一

種

一
刊

玄
切

一
肘

一

一

直

ーは

|
嶋
一

判

一A

兇
高

山

一

白

二

輪
一

ω
一

ω
一れ

一

?

寸

-

1

川

1
4
ら

一
運

転

=7
四
輪

一
刊

一ム

ω
一げ

ド

三

骨

一

刊

Aω
一U

，

;

蛤

ニ

mN

ム
同

一吋

ー

一豆

長

け
F

九
引
刈
J
J

一

刈

一品目
N

一組

ズ
特
一
け

ん

引

一
均

一
日

一で

t

L

l

I

7
}
い
一
一
円

?一正

型
一
広

判明
一
川

↑

団
I
一世

大

一
柔

南

一
日

ナム
同

一払

ι
一
E
r

物

一
切

芯

ω
一副

首

一点

用

一
回

一ば

1
一鉛

区

分

一
翼い
巴

同

同

A-車の
量
高
速
度
が

一
部
引
き
ょ
げ
ら

れ
た

畳
一向
速
度
が
別
法

の
よ
う
に
一
部
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
士
が

企
安
委
員
会
で
道
路

白
山
況
を
晃
て
区
閣

を
指
定
し
て
速
度
を

制
限
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
ら
ご
注
意

く
だ
さ
い
ι

1ιp M

日
間
出

品
川
]

削
同

M寸
l

附
同
ハ
凶

川
内

lu
一

mE 
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一一一一一一レツ

急

性

意

識

障

害

患

者

の

叡

扱

い

方

に

つ

い

て

(そ
の
§

そ

の

他

今

金

町

国

保

宗

諜

昨
一
瓦
{

木

博

村
心
護
担
気
に
よ
っ
て
倒
れ
る

こ
と
は
案
外
多
い
も
の
で
あ
る

が
、
ピ
夕
、
ン

B
の
ズ
足
に
よ

り
判
官
也
、
心
費
や
血
官
の
的
き
が

に
ぶ
る
こ
と
に
よ
り
お
こ
る
も

の
で
、
寝
室
草
に
発
生
す
る
3

処
置
は
お
貧
血
と
同
じ
。

ガ
ス
中
毒
は
、

炭
火
よ
り
最

累
の
代
り
に
一
酸
化
炭
車
専
を

m
a
う
こ
と
足
よ
り
起
る
が
.

こ

白
星
告
は
窓
を
開
け
、
新
鮮
な

空
気
を
虫
は
せ
る
よ
う
に
す
る

と
よ
い
。

府
活
畳
を
噌
加
せ
し
泊
る
に

は
.
人
閣
の
腕
活
竜
が
一
番
大

き
く
な
る
存
掛
、
却
ち
上
事
身

を

。
句

l
。
刊
の
角
度
に
寝
か

せ
る
と
と
と
、
細
部
を
辛
子
湿

ー一戸S
A
J
A
r

胡
位
か
、
熱
い
お
湯
で

由
連
布
を
接
受
も
行
い
、
諦
の

由
枝
歪
立
を
は
か
る
の
が
よ
い

ヱ
キ
ホ
ス
波
布
は
譲
り
で

i

，一時

三勺
。

文
筒
坤
に
霜
也
、
大
誌
の
つ
汁

回
世
を
京
袋
で
冷
し
て
俸
担
宮
下

げ
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

執
が
あ
る
と
体
の
長
島
消
費

量
が
唾
大
し
、
柿
活
量
が
滋
少

し
て
い
る
も
の
に
と
っ
て
不
利

だ
か
ら
で
あ
る
。

脳
旗
炎
や
脳
炎
で
は
、

高
熱

を
伴
う
自
で
抗
泌
mu
如
き
部
位

の
他
、
山氏

D
ヂ
ド
寄
に
も
氷
袋
を

点
て
て
体
調
を
下
げ
て
や
る
事

が
大
切
で
あ
る
a

W

幅
広
多
〈
白
最
揖
を
送
る
た
7

め
に
は
、
体
由
設
竃
の
清
貧
を

防
ぐ
白
が
良
い
設
で
あ
る
a

頭
を
冷
す
事
は
、
脇
田
充
血

を
予
防
す
る
自
で
よ
い
a

喧
吐
は
舟
ん
ど
必
発
定
状
で

あ
る
が
吐
物
が
気
管
内
巨
人
色

な
い
よ
う
頚
を
績
に
む
け
る
.
1

平
供
で
は
う
つ
伏
せ
に
し
た

方
が
よ
い
。

p

w
d

叫

-m
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一

月

〉

比

一

色

7
0

知

一

4

お

旧
地
主
に
給
付
金

こ
の
た
び
政
局
で
は
、
戦
撞

由
民
地
改
革
に
お
け
る
島
地
を

買
収
さ
れ
た
か
た
が
た
に
対
し

給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
給
付
金
の
支
給
を
受
け

る
こ
と
が
で
-sew
-。
か
た
は
自
作

農
創
設
特
別
措
置
法
の
規
定
に

よ
り
回
や
但
を
一
致
以
上
買
収

さ
れ
た
か
た
(
苦
接
、
解
散
注

入
白
一
恕
承
継
を
官
み
ま
す
)

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

給
付
金
は
、
買
収
さ
れ
た
面

積
に
よ
り
計
算
さ
れ
ま
す
が
、

活
白
面
積
は
目
白
六
劃
に
軒
揮

さ
れ
、
北
書
道
白
虚
地
は
府
県

由
屋
地
日
四
分
の

一
に
換
算
さ

れ
ま
す
@

ま
た
莞
症
し
さ
れ
た
り
売
払

い
を
受
け
て
い
る
農
地
が
あ
れ

ば
、
そ
の
面
積
は
圭
引
き
一軒目
算

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す

支
給
額
は
、
対
車
面
覆
が
一

反
歩
以
よ
で
あ
る
か
、

-
反
歩

未
詣
で
あ
る
か
巨
よ
っ
て
こ
と

お
り
の
定
め
方
が
さ
れ
て
い
ま

す。
一
反
歩
未
諸
白
か
た
に
対
し

て
は
一
律
一
万
円
を
支
給
す
る

こ
と
と
し
、

一
反
歩
以
上
む
か

た
に
対
し
て
は
二
万
円
に
支
給

対
象
反
数
を
乗
じ
て
算
定
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
e

た
だ
し
、
そ
む
算
式
は
一
律

の
も
の
で
な
〈
一
世
積
が
一
町
歩

を
と
え
る
ど
と
に
旗
を
追
っ
て

次
第
に
按
じ
て
中
く
方
法
を
と

っ
て
い
て
、
最
高
額
は
百
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
e

こ
の
給
付
金
の
支
給
は
、
有

資
格
者
自
治相
開
に
基
づ
い
て
行

な
わ
れ
る
も
白
で
、
請
求
白
期

間
は
昭
和
田
十
年
八
月
二
十
日

小
ら
昭
和
田
ム
二
年
コ
月
三
オ

一
目、
玄
で
と
な
っ
て
い
ま
寸
d
固

ま
た
、
こ
の
市
刊
は
、
車
靖

人
の
住所一
地
の
市
町
村
長
が
一
文

廷
し
、
本
耳
地
の
芯
遭
げれ
県
知

草
が
い
-給
を
呈
け
る
権
和
白
包

定
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
給
付
金
の
支
給
を
畳

け
よ
う
と
す
る
か
た
は
、
期
間

門
医
町
役
場
で
申
請
用
伝
の
交

付
を
受
け
、
摩
碕
由
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
E

な
お
、
給
付
金
は
、
一
反
歩

以
上
に
つ
い
て
は
、
十
年
、
一

反
接
未
請
に
つ

い
て
は
六
年
償

還
の
無
利
子
の
記
名
霞
債
で
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
.

白 B 乳
て児乳 i!~日U 

相E車てい
行を 生ま 7、" 

れ /1

いて

すま から ( 

白一保

で才 望防害T 

) 

豊
か
な
郷
土
づ
く
り

国

勢

認

査

十
月
一
日
は
、

自
で
す
。

九
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日

ま
で
の
聞
に
、
富
勢
商
査
員
が

み
な
さ
~
白
ど
軍
医
を
訪
問
し

興
査
業
を
お
配
り
し

τ、
世
帯

員
一
外
々
の
状
況
に

つ
い
て
記

入
を
お
願
い
す
る
と
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
記
入
ず
み
謂
査

票
は
十
月
一
日
か
ら
三
E
ま
で

由
一-一E
潤
に
ふ
た
た
び
国
安
調

査
員
が
取
り
集
め
に
ま
わ
り
ま

LTE こ
白
国
勢
調
査
は
、
わ
が
匡

で
行
な
わ
れ
て
い
る
統
計
霞
査

の
aーで
も
っ
と
も
大
一
定
壊
で
、

ま
た
基
ー本
的
な
筒
査
で
あ
り、

こ
臼
結
果
は
、
置
は
も
ち
る
ん

道
お
よ
び
市
町
村
の
行
財
政
白

基
義
貰
料
と
し
て
も
欠
か
す
こ

と
白
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
ま

す
の
で
、
町
の
み
な
さ
ん
白
缶

詰
力
を
心
か
ら
切
望
す
る
も
の

で
す
。

、

世
帯
旦
の
氏
名
‘
生
年
月
日

世
帯
主
と
の
続
柄
、
配
偶
関
係

仕
事
先
の
名
称
、
産
業
の
種
類

国
勢
筒
査
の

(十
月

一
日
)

に

協

力

を

本
人
白
仕
g
eの
種
類
、

従
業
地

通
学
地
の
ほ
か
、

世
帯
白
種
類

住
居
の
種
類
、
居
住雲一
虫、

居

住
室
の
畳
数
白
告
計
な
ど
。

な
お
、
こ
の
間
玉
の
対
象
に

な
る
人
は
、
ふ
だ
ん
そ
の
世
帯

広
住
ゐ
で
い
る
人
で
す
が
、
こ

の
「
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
』
の

意
時
は
、
①
そ
の
世
帯
に
す
で

に
三
か
月
に
な
ら
な
い
が
‘
こ

れ
か
ら
白
見
込
み
を
含
め
て
三

か
月
以
上
に
な
る
、

の
い
ず
れ

か
白
場
告
を
い
い
ま
す
.

な
お
、
己
白
よ
う
な
と
り
き

め
に
よ
っ
て
も
判
断
に
因
る
場

合
は
、
置
堅
調
査
員
k
hE
た
ず

ね
く
だ
さ
い。

ま
士
、
こ
の
調
査
は
、
統
計

法
に
も
と
づ
〈
筒
査
な
の
で
、

全
冨ロ
立
が
申
告
の
韮
替
を
有
し

て
い
ま
す
し
、

こ
の
調
査
に
よ

っ
て
知
り
得
た
こ
と
は
統
計
白

目
的
以
外
に
は
絶
対
に
笹
わ
れ

ま
セ
ん
し
、
ま
た
記
入
し
た
借

入
由
経
密
は
か
た
く
保
た
れ
ま

す
の
で
、
菌
勢
査
調
員
を
依
頼

さ
れ
、
事
実
ど
お
り
の
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
e

豊島 一 今月の 納税一 : 昭和 40年 度

開 毘税 ; 
納期限ー----9月 30目 。
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